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こどもエコクラブの活動

一名古屋市のエコシティヘの取り組みの調盃

及び提案等について-

14i古雌Tl丁立庄内小学校牧宏

名11｢1釘１丁の｣上西部から収集きれたペソトポトル

は、Imi海iMiセンターに雄められる。そこで、どの

ように処理されているのかを見学及び、作業をボ

ランティアとして体験した。この見学・体験活動

を通して、ペヅトポトル以外の物（例えば、弁当

類、缶緬等）を入れずに分別する必要性、また、

キャップはずしや飲み残しをなくし、作業の手ＩＨＩ

を省く必要性等、市民の分別活動への協力の必要

性を感じた。更に、ｊitが多いので作業の大変さや

飲み残し飲料の夏塒のにおいの大変苔を感じた。

１はじめに

中学生８名、サポーター３名で行っているエコ

クラプであるが、名古屋市が行ったエコアジアこ

ども交流プログラムに参加したメンバーの有志が

継続して活動している。名古睦市はごみ減量に取

り組み、エコシテイを目指して努力している。そ

こで、本クラブも、中学生の目で見たごみ現象ＩＨＩ

題を次のような視点から考えた。

・コンビニエンスストア探検による、ごみ減iitllI1

題へのアプローチをはかる。

・資源ごみ回収のための施設見学及び体験活助の

参加。

・ごみ減iiiに関する盗科収集とごみ減逓に対する

中学生の提案。

また、ごみ減量問題以外にも、ｉ１ｌＩ繩エコスタデイ

プログラムを自主企画して、実施した。

(3)市のごみ減逓に対する提案について

コンビニ探検及び西資源センター見学及び体験

活動を通して、ごみ減鎚への協力の必要性を感じ

ながらも、市の行っている減逓対莱の問題点を考

えた。

①プラスチック容器及び紙製容器収集は各週から

毎週lliUlSにする。

②ごみ減fitの３Ｒのうちリデュース（減らす）を

取視し、グリーン聯入の意識及び行動化を育て

る。

③多くの売れ残り食料品を廃棄するのではなく、

生ごみリサイクルし、有効利用する。
２活動内容

(1)コンビニエンスストア探検

ＬＰ学４１畠及び若い人遮がよく利川するコンビニを

調べることにより、環境ＩＨＩ題を考えた。そこで、

名古屋市内にあるＳ．Ｐ．Ｙ・Ｒ.Ｍの代表的な

５社を収Ｉ)上げ、①商品の種類や販光状況、②環

境対策、③ごみ収禦状況について見学・lIlIき取り

調査を行った。

その結果、ペヅトポトルは１ｐに大きなごみ袋

数杯分収』$され、特に多い。また、批味期限切れ

の弁当やおにぎり等の食品は業者[plllXされ、廃棄

言れている。更に、容器等で環境に配l位した商品

をllI1発したl)、売れ残りを減らすために商品管理

を行っている等、コンビニから環境IIllMnが見えて

きた。そこで、特に、多く収染されたペツトポト

ルが、その後どのような経過を経て、リサイクル

されていくかを追ってみることに興味を持った。

(4)ｉ'１１組エコスタデイプログラムの実施

本クラプロはエコアジアこども交流プログラム

に参加した時、タイでマングローブの植林を経験

し、マングローブへのillI心も強い。

そこで、Ｈ本国内でもマングローブ林が多く蝿る

沖繩での調森及び植林活動を行っている学校との

交流を行う計画を実施した。

①大iIlilll流域及び慶佐次のマングローブ林調在一

シーカヤヅクでマングローブ林を観察し、保謹

の様子や周辺の椛子を調査した。

②辺野古周辺の海のサンゴ礁調盃（ジュゴン生.ｕ

地と見られる）－陰サンゴ礁の海をシュノーケリン

グしながら海中観察及び魚類調森。また、ジュ

ゴンの擬場の見学・説明をllIIいた。

③名護Tli立屋我地中学校のマングローブ植林椚勅

他見学及び交流会→他林地ではマングローブの

種類のiiit明を聞いたI)、干潟に住む生き物を槻(2)Tliiui溢源センター兄学及び体験活動

環境孜汗ＶＯＬｌｌ－ｌ



河2000年度jIi野環境孜赤奨励金活動糀皆

調森はコンピニ探検からベットポトルのjlXjlﾐ・処

理過程の事例をj山して、生iiliとリサイクルの結び

付きが見えてきた。今後は、更にごみ減fit活動の

調査及びグリーン購入活動に取I)組みたい。また、

他のエゴ活動として地域に根ざした探検活動やま

ちづくりの活uMIにと幅を広げていきたい。

察したり、互いのｵﾙ勅を発災し合ったＩ)した。

jlに、沖縄の伝統的な科Il1鞭を地元の方の指輔

により、作った。

３おわりに

エコクラプの活動から、名古屋市のエコシテイ
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